
 

1 

プレスリリース＆IR リリース 

 

シェフラーオートモーティブシンポジウム： 

未来を切り拓くイノベーションと技術を披露 

 

• ドイツ・ビュールで開催される第 13回 シェフラーオートモーティブシンポ

ジウムで、拡充した製品ポートフォリオとシェフラーの包括的なシステム

技術力を紹介 

• イノベーション、パートナーシップ、競争力を軸に、未来のモビリティを支

えるソリューションを提案 

• 「車両制御」「シャシー & ボディ」「パワートレイン」「エナジーマネージメ

ント」の 4分野から、320点を超える製品を展示 

• ドイツ・米国・中国・日本を巡る国際イベント 

2026年 6月 15日 | Herzogenaurach / Yokohama  

モーションテクノロジーカンパニーであるシェフラーは、2026年 6月 15日から 17

日まで、「Beyond Driving. Innovation made by Schaeffler（ドライビングのその先

へ：シェフラーが実現するイノベーション）」をテーマに、第 13回シェフラーオート

モーティブシンポジウムを開催します。ドイツ・ビュールに新設したプロジェクト＆

テクノロジーセンターにおいて、300名を超えるお客さまに向けて最新の製品イノ

ベーションと技術開発を披露します。シェフラーオートモーティブシンポジウムは、

シェフラーが自動車業界向けに主催する最大かつ最重要のイベントであり、専門

家の知見と革新的なアイデアが集結し、未来の技術を形づくる場です。  

Schaeffler AG  CEOの Klaus Rosenfeld は次のように述べています。「シェフラーオ

ートモーティブシンポジウムはこれまで、お客さまとの活発な議論の場であり、イ

ノベーションや新技術を直接体験していただける機会として位置づけられてきま

した。モーションテクノロジーカンパニーであるシェフラーは、今回のシンポジウム

で、機械工学・メカトロニクスの強みに、ヴィテスコ・テクノロジーズとの統合で獲

得したエレクトロニクスとセンサー技術を融合させ、強化された技術力と製品ポ

ートフォリオを初めて紹介します。」 

シェフラーは 2035 年までに、新たな事業分野で売上の 10％ を創出することを目

指しています。その一方で、既存の中核事業が今後もシェフラーグループにとっ

て不可欠であることに変わりはありません。Klaus Rosenfeld は次のように述べて

います。「新たな成長分野に取り組む一方で、自動車関連事業がシェフラーにと

って引き続き中心的な領域であることが、シェフラーオートモーティブシンポジウ
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ム 2026 を通じて改めて示されると考えています。また、当社は欧州も重要な地

域として位置づけています。多くのイノベーションがここから生まれていることに

加え、欧州は当社の大切なお客さまにとって今後も主要な市場であり続けると考

えているためです。」 

モビリティの変革が進み、地域ごとに市場の発展状況が異なる状況においては、

イノベーション力、レジリエンス、そして市場投入までのスピードなど、これまで以

上の高い対応力が求められています。Schaeffler AG E-モビリティ事業部 CEOの

Thomas Stierle は次のように述べています。「シェフラーは、ダイナミックに変化す

る市場で生じる多様な課題に対応する準備ができています。幅広い製品ポートフ

ォリオ、グローバルな存在感、地域密着型のサプライチェーン、そしてシステム領

域における卓越した専門性を備え、イノベーションを着実に量産へと結びつけて

います。こうした取り組みにより、高効率化と包括的な電動化に向けて、モビリテ

ィの変革を積極的に推進しています。」 

お客さまと同じ視点で協働する技術パートナー 

シェフラーオートモーティブシンポジウムでは、従来の「ドライビング」を超えた、未

来のモビリティの姿を体感していただけます。シェフラーが描く未来のモビリティ

は、コネクテッド化、ソフトウェア定義車両、電動化、そして高度に統合されたイン

テリジェントな車両システムによって形づくられています。Schaeffler AG パワート

レイン＆シャシー事業部 CEOのMatthias Zink は次のように述べています。「今

回のシンポジウムでは、乗用車・トラック・二輪車向けの幅広い製品イノベーショ

ンをワンストップで紹介するとともに、豊富なシステムノウハウと高度な垂直統合

を背景に『選ばれる技術パートナー』としてお客さまを支えるシェフラーの取り組

みをご覧いただけます。さらに、各機能をインテリジェントに連携するシステムベ

ースのアプローチによる、優れた走行性をご体感いただけます。」 

乗用車・トラック・二輪車を横断するイノベーション 

シェフラーオートモーティブシンポジウムでは、320 点を超える製品を紹介しま

す。最大の顧客セグメントである乗用車分野では、コネクテッド化、ソフトウェア定

義車両、E-モビリティ向けのソリューションを、「車両制御」、「シャシー & ボディ」、

「パワートレイン」、「エナジーマネージメント」の 4 つの技術クラスターに分類して

展示します。商用車分野では、電気自動車（BEV）、燃料電池電気自動車

（FCEV）、水素内燃機関（H2-ICE）などを対象とし、高効率・高信頼性・高収益性を

可能にするゼロエミッションソリューションを披露します。また、低排出技術をより

迅速に市場投入するための柔軟な開発アプローチも紹介します。二輪車分野で

は、優れた走行性を実現するベアリング、エンジンコントロールユニット、自動変

速機、コネクティビティソリューションに加え、効率的でスマートなプラットフォーム

を展示します。 

 

グローバルなカスタマーイベント 

シェフラーオートモーティブシンポジウムは、シェフラーが 4 年に一度、グローバ
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ル規模で開催するイベントです。欧州向けのビュール（ドイツ）での開催を皮切り

に、9 月 17 日のデトロイト（米国）、11 月 4日〜6 日の蘇州（中国）、12 月 2日〜

3 日の東京（日本）へと巡回します。 

第 13 回シェフラーオートモーティブシンポジウムの英語による記者会見の映像

はこちらからご覧いただけます： 動画 

Klaus Rosenfeld、Thomas Stierle、Matthias Zink のプレス用写真はこちらからご覧

いただけます。： www.schaeffler.com/en/executive-board 

  

「シェフラーオートモーティブシンポジウム 2026」 オープニング記者会見 

右から：Schaeffler AG CEO Klaus Rosenfeld、パワートレイン＆シャシー事業部 CEO 

Matthias Zink、E-モビリティ事業部 CEO Thomas Stierle 

 

  
優れた走行性を体感： 2026 年シェフラーオートモーティブシンポジウムのメイン展示で

は、具体的なモビリティのユースケースを通じて、シェフラーが技術的な複雑さをどのよう

に実用的なソリューションへと変換しているかをご紹介します。  

 

https://schaeffler.gomexlive.com/?lang=en
https://www.schaeffler.com/en/group/executive-board/
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シェフラーオートモーティブシンポジウムは、パワートレイン&シャシー事業部の本拠地で

あるドイツ・ビュールに新設されたプロジェクト＆テクノロジーセンターで開催されます。 

写真：シェフラー（Daniel Karmann） 

 

 
2026 年シェフラーオートモーティブシンポジウムでは、乗用車セグメントにおける 4 つの

技術クラスターに分類した製品イノベーションを展示します。 

 

 
シェフラー最大の自動車業界向けイベントである第 13 回シェフラーオートモーティブシン

ポジウムは、「Beyond Driving. Innovation made by Schaeffler（ドライビングのその先へ：シ

ェフラーが実現するイノベーション）」をテーマに、2026 年 6月にドイツ・ビュールで開催さ

れます。 
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注）本プレスリリースは現地時間 2026年 6月 15日付でドイツ・ヘルツォーゲンアウ

ラッハにおいて英語で発行されたものの日本語訳です。原文の英文と日本語訳の間

で解釈に相違が生じた場合には英文が優先します。 

 

将来の見通しに関する記述および予測 

本プレスリリースには、将来の見通しに関する記述が含まれています。将来の見通しに関する声明

は、その性質上、多くのリスク、不確実性、および仮定を伴い、実際の結果や出来事がこれらの記

述で表現または示唆されたものと大きく異なる可能性があります。これらのリスク、不確実性、およ

び仮定は、ここで説明されている計画や出来事の結果および財務的な影響に悪影響を及ぼす可

能性があります。新しい情報、将来の出来事、その他の理由により、将来の見通しに関する記述を

公に更新または修正する義務を負うものではありません。本プレスリリースの日付時点でのみ有

効な将来の見通しに関する記述に過度の信頼を置かないでください。本プレスリリースに含まれる

過去の傾向や出来事に関する記述は、そのような傾向や出来事が将来も継続することを示すもの

ではありません。上記の注意事項は、シェフラーまたはその代理人が発行する後続の書面または

口頭による将来の見通しに関する記述と関連して考慮されるべきものです。 

 

 

************************************************************ 
シェフラーグループ  – We pioneer motion  

シェフラーグループは、80年以上にわたりモーションテクノロジーの分野で画期的な発明と開発を

推進してきました。電動モビリティや CO₂削減効率の高い駆動システム、シャシーソリューション、そ

して再生可能エネルギーのための革新的なテクノロジー、製品、サービスにより、シェフラーグルー

プは、モーションの効率性、インテリジェンス、持続可能性を高めるための、ライフサイクル全体に

わたる信頼できるパートナーです。シェフラーは、モビリティエコシステムにおける包括的な製品と

サービスの範囲を、ベアリングソリューションやあらゆる種類のリニアガイダンスシステムから修理

および監視サービスに至るまで、8つの製品ファミリーに分けて示しています。シェフラーは、約 11

万人の従業員と 55か国に約 250以上の拠点を持つ、世界最大級の同族会社でありドイツで最も

革新的な企業の一つです。 

 

 


